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写真は昨年の第13回全日本大会、チームスプリント優勝の強化チーム
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ごあいさつ

財団法人 日本自転車競技連盟

会 　 長 　 富原 　 忠夫

　このたび第 14 回全日本自転車競技選手権大会トラック・レース兼 2011 全日本オムニアム
選手権大会が、ここ静岡県伊豆市の財団法人日本サイクルスポーツセンターに新設された伊
豆ベロドロームで開催されますことはこのうえない喜びであります。

　会場となります自転車の国・日本サイクルスポーツセンターは、伊豆半島に位置する伊豆
市の緑豊かな自然に恵まれ、広大な敷地のなか本格的なロードサーキットコースや様々な自
転車競技の施設を保有されております。今回新たに国内初の 250 ｍ板張り走路の屋内自転車
競技場「伊豆ベロドローム」が完成され、本連盟としてもオリンピックに繋がる強化育成が
このトレーニング施設でできることは、大変素晴らしいことです。

　全日本選手権は今年度の種目別の日本チャンピオンを決める国内最高峰の大会であります。
またロンドン五輪に新たに採用された種目のオムニアムや女子ケイリンなどの種目も実施さ
れます。

　本大会に選抜され参加される選手の皆さんは、この新しい競技場で日頃持てる力を遺憾な
く発揮され記録の挑戦、また白熱したレースを繰り広げられることを期待いたします。

　終わりになりましたが、本大会開催あたりご尽力いただきました関係団体、関係各位のご
支援とご協力に対しまして、心から感謝の意を表し、ご挨拶といたします。

平成２３年１０月１４日
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ごあいさつ

伊豆 市長

菊地  　 豊

　美しい自然と温暖な気候に恵まれたこの伊豆の地で、「第１４回 全日本自転車競技選手権大
会トラック・レース」が開催されることとなり、大変喜ばしく思っております。

　伊豆市といたしましても、多くの参加選手を迎えることができ、心より歓迎いたします。
是非、選手の皆さんには、温泉、海や山の幸などが豊富で、心身をリフレッシュするのに最
適な「心地よいふるさと・伊豆」でリラックスして、競技に臨んでいただきたいと思います。
そして、日頃の練習の成果を遺憾なく発揮し、すばらしい成績を残してください。

　特に今年は、日本初の屋内２５０メートル木製トラックを備えた自転車競技場として今秋
オープンしたばかりの、伊豆ベロドロームでの開催ということで、地元でも大変期待してい
るところでございます。この伊豆ベロドロームを中心に、ますます伊豆を「サイクルスポーツ、
サイクルレジャーのメッカ」にしていきたいと願っています。

　最後になりましたが、本大会のご成功を祈念いたしまして、ご挨拶とさせていただきます。

平成２３年１０月１４日
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■ 式 典 次 第

開 会 式	 　10 月 14 日（金）　9：00 ～

１．役員選手整列

２．開 式 通 告	 	 	 （司会）　

３．開 会 宣 言	 総務委員長	 財団法人 日本自転車競技連盟 理事	 飯田　太文	

４．大会会長挨拶	 大 会 会 長	 財団法人 日本自転車競技連盟 会長	 富原　忠夫	

５．歓迎の言葉	 	 財団法人 日本サイクルスポーツセンター 常務理事	 仲原　隆俊

６．選 手 宣 誓 	 強化・鹿児島	 鹿屋体育大学	 前田佳代乃	 	

７．閉 式 通 告	 	 	 （司会）　

８．役員選手退場

閉 会 式	 　10 月 16 日（日）　15：30 ～

１．役員選手整列

２．開 式 通 告	 	 	 （司会）　

３．表　彰　式

４．大会会長挨拶	 大 会 会 長	 財団法人 日本自転車競技連盟 会長	 富原　忠夫	

５．歓送の言葉	 	 財団法人 日本サイクルスポーツセンター 副会長	 矢島　正雄	

６．閉 会 宣 言 	総務委員長	 財団法人 日本自転車競技連盟 理事	 飯田　太文

７．閉 式 通 告	 	 	 （司会）　

８．役員選手退場

■ 役 員 名 簿
大　会　会　長	 富原　忠夫

総 務 委 員 長	 飯田　太文
テクニカルデレゲート	 松倉　信裕
チーフコミッセール	 榎　　正人
コミッセールパネル	 森尻　展充・菊池津根徳
アシスタントコミッセール	 假谷　　豊・愛場　政広・中安　基之・松浦　正史・綿貫　光子・宮崎　杏菜
	 藪下　　基・近嵐　　力・相澤　久幸・田中比呂喜・安江かおり・石井　　章
	 喜多　弘子・中村　恭治・是永　　一・貫戸　裕史・比護　隆一・岡和田真治
	 富山　健一・仙波　和博・西川　一郎・三浦　敏明・芦野　一夫・長島　　園
	 山上　義明・堀　　邦夫・落合　健志・石神　正彦・岩﨑　孝雄・小田　秀明
	 酒井　重春・松村　友子・高木　朋治
ドーピングコントロールオフィサー	 坂本　陽一・笠師久美子・本田　　昭・加藤　　基・新井谷正代・鳥井奈々子

シ ャ ペ ロ ン	 輪島　　梓・権田　陽平・羽生　祥子
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■ 選 手 名 簿

　　  男 子
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■ パラサイクリング

　　  女 子

種 目 略 称
［男子］	1km タイムトライアル	 MKT	 ［女子］	500m タイムトライアル	 FTT
	 スプリント	 MSP	 	 スプリント	 FSP
	 個人パーシュート	 MIP	 	 個人パーシュート	 FIP
	 ポイントレース	 MPR	 	 ポイントレース	 FPR
	 スクラッチ	 MSH	 	 ケイリン	 FKE
	 ケイリン	 MKE	 	 オムニアム	 FOM
	 オムニアム	 MOM	 	 チームスプリント	 FTS
	 マディソン	 MMA	 	 チームパーシュート	 FTP
	 チームスプリント	 MTS	 ［パラ］	 1km タイムトライアル	 PKT
	 チームパーシュート	 MTP	 	 個人パーシュート	 PIP



- 8 -

■ レーススケジュール

10月14日（金） 13:50 女子 3km個人パーシュート 3-4位・1-2位決定戦

9:00 開会式 男子 4km個人パーシュート 3-4位・1-2位決定戦

9:30 休憩／トレーニング 14:20 男子 ケイリン 1/2決勝

10:00 男子 4kmチームパーシュート 予　選 14:35 女子 スプリント 3-4位・1-2位決定戦①

10:25 男子 オムニアムⅠ フライングラップ 14:40 表彰式 女子・男子個人パーシュート
10:40 男子 チーム･スプリント(3周) 予　選 14:55 男子 オムニアム決勝 1kmタイムトライアル

11:00 男子 オムニアムⅡ ポイントレース(30km) 15:20 女子 スプリント 3-4位・1-2位決定戦②

11:45 休憩／トレーニング 15:25 男子 ケイリン 7-12位決定戦・決勝

12:25 女子 チームスプリント(2周) 1-2位決定戦 15:40 表彰式 男子オムニアム・男子ケイリン
12:30 男子 スクラッチ(15km) 決　勝 15:55 女子 スプリント 3-4位・1-2位決定戦③

13:00 表彰式 女子チームスプリント 16:00 インターバル
13:05 女子 3kmチームパーシュート 1-2位決定戦 16:20 男子 ポイントレース(40km) 決　勝

13:15 表彰式 男子スクラッチ 17:15 女子 オムニアムⅢ エリミネイション

13:20 男子 チームスプリント(3周) 3-4位・1-2位決定戦 17:35 表彰式 女子スプリント・男子ポイントレース
13:30 表彰式 女子チームパーシュート
13:40 女子 500mタイムトライアル 決　勝

13:55 表彰式 男子チームスプリント 10月16日（日）
14:05 休憩／トレーニング 9:00 男子 スプリント 予　選(200mFTT)

14:35 女子 ポイントレース(20km) 決　勝 9:30 男子 1kmタイムトライアル 決　勝

15:10 表彰式 女子500mタイムトライアル 10:25 インターバル
15:15 男子 4kmチームパーシュート 1-2位決定戦 10:40 男子 スプリント 1/4決勝(第1-3回戦)

15:30 表彰式 女子ポイントレース 11:10 表彰式 男子1kmタイムトライアル
15:40 男子 オムニアムⅢ エリミネイション 11:20 女子 オムニアムⅣ 3km個人パーシュート

16:00 表彰式 男子チームパーシュート 11:45 男子 スプリント 5-8位決定戦

11:50 伊豆の太鼓／トレーニング
12:30 男子 マディソン(25km) 決　勝

10月15日（土） 13:25 男子 スプリント 1/2決勝①

9:00 女子 3km個人パーシュート 予　選 13:30 女子 オムニアムⅤ スクラッチ(10km)

9:30 男子 4km個人パーシュート 予　選 13:50 男子 スプリント 1/2決勝②

9:55 女子 スプリント 予　選(200mFTT) 13:55 表彰式 男子マディソン
10:10 女子 オムニアムⅠ フライングラップ 14:05 男子 スプリント 1/2決勝③

10:20 男子 ケイリン 第1回戦 14:05 インターバル
10:40 インターバル 14:10 男子 スプリント 3-4位・1-2位決定戦①

10:50 男子 ケイリン 敗者復活戦 14:20 インターバル
11:10 女子 オムニアムⅡ ポイントレース(20km) 14:35 パラC. 1kmTT(ソロ&タンデム)エキジビション
11:45 女子 スプリント 5-7位決定戦 14:55 女子 オムニアム決勝 500mタイムトライアル

11:50 男子 オムニアムⅣ 4km個人パーシュート 15:05 男子 スプリント 3-4位・1-2位決定戦②

12:20 休憩／トレーニング 15:15 表彰式 女子オムニアム
13:00 女子 スプリント 1/2決勝① 15:20 女子 ケイリン 決　勝

13:05 男子 オムニアムⅤ スクラッチ(15km) 15:25 男子 スプリント 3-4位・1-2位決定戦③

13:35 女子 スプリント 1/2決勝②③ 15:30 表彰式 女子ケイリン・男子スプリント
13:40 パラC. 個人パーシュート エキジビション 閉会式

※スケジュールは変更する場合があります。
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＜短距離種目＞
■ 1km（500m）タイム・トライアル
ただひたすらタイムを求めて走り抜けるスピード種目。
個々の完走タイムを計測し、その優劣によって順位が決
定される。1kmタイムトライアルの場合、走行時間はお
およそ 61秒～ 63 秒ぐらい。時速にし58km/h 前後に
なる。男子は1km、女子は 500mで行われる。

■ スプリント
２〜４名の競技者が笛の合図とともにスタートし、先着
したものを勝者とするレース。
人間のスプリント持続時間は長くても10 数秒間、距離
にすると200m 程度といわれるが、フルパワーを発揮し
て疾走するシーンは迫力十分。さらに選手にとってやっか
いなのは目に見えない風圧と呼ばれる空気の壁。先行か
追い抜くかによって体力の消耗度も違うが、ゴール手前
200mぐらいまでは仕掛けのタイミングをめぐって様々
な駆け引きが行われる。ゴール手前の爆発的なスプリン
ト合戦と、それまでの様々な駆け引きがこのレースの見
どころだ。250mトラックの場合、予選は 3.5 周の最後
の 200mを計時、本選は 3周で競われる。

■ チーム・スプリント
１チーム３名（女子は 2名）で編成され、３周のタイムト
ライアルで競われるレース。それぞれの選手が1周回ず
つ先頭を引いた後にチームから離れ、最後の１人がゴー
ルしたときのタイム（男子は３周、女子は 2周の完走タイ
ム）の優劣によって勝敗が決まる。ロケットが役目を果
たし次々に切り離されていくように、段々人数が少なく
なっていくが、スピードは衰えずに走りきる豪快さが魅力。
競技場によって周長が異なるため、世界記録は 250mト
ラックのみ公認される。

■ ケイリン
日本で生まれて発展してきたのが「競輪」。それが輸出さ
れ、国際種目に採用された。
世界選手権はもちろん、オリンピックではシドニーから
正式種目として採用された。ペースメーカーは電動アシ
スト付き自転車を使用する。ペースメーカーがスタート
時 30km/h、徐々に 50km/hまでペースアップしてフィ
ニッシュ前 750m（250mバンクの場合）で走路を離れる。
先頭を走る選手の風圧によるハンディを解消するために
このようなスタートの方法が行われるがペースメーカーが
退避するまでの間に、ベストポジションをキープするため
の駆け引きが激しく行われ、最後の1周回で一気に勝負
が決まる。距離は 2000mで行われる。	

＜中・長距離種目＞
■ 個人パーシュート（個人追抜競走）
ホーム・ストレッチとバック・ストレッチから相対する２
名の選手が合図とともにスタートし、お互い前にいる選手
（対戦 相手）を力の限りを尽くして追い抜くレース。追
いつかない場合は、所定の距離を完走し、その完走タイ

ムの優劣によって勝敗が決まる。男子 4km、女子3km、
男子ジュニア3km、女子ジュニ ア 2kmで行う。

■ チーム・パーシュート（団体追抜競走）
個人追抜競走の団体版で、4kmを１チーム４名（女子は
3kmを3 名）で、タイムを計測して優劣を競う。タイム
計測は 3 番目の選手の前輪前端。個人追抜と大きく違
うところは、４名（女子は 3 名）が空気抵抗による減速
と疲労を避けるため、順番に先頭を交代しながらレース
を進めていくこと。団体種目ならではのチームワークが
見ものだ。	

■ スクラッチ
スクラッチは、定められた距離を走りフィニッシュ順位を
競う個人種目。ひとことで言えば、トラック競技場で行
うロードレースと考えるとわかりやすい。但し、獲得周
回数が最優先。2002 年世界選手権種目とし採用されて
いる。今大会では男子15km、女子10kmで行われる。

■ ポイント・レース
20 名〜30 名の選手によって競う。成績はレース中に
設けられている得点地点（2kmごと）で与えられる得点
の合計で決められる。（1位通過＝5点、2位通過＝3
点、3 位通過＝2 点、4位通過＝1点）その他、周回
UPした選手には 20点が与えられる。得点合計が同じ
場合、ゴール時の着順で優劣をつける。今大会では男子
40km、女子20kmで行われる。

■ マディソン
名前の由来は、マディソン・スクエア・ガーデンで人気種
目であったことに端を発する。この種目 はポイント・レー
スを２人１組で交代しながら行うもの。ポイント・レース
の迫力にプラスして、マディソン・チェンジオーバーとい
われるチームプレーの巧み な技が十分に楽しめるレー
スだ。走路を上段と下段に分割して、下段はレースを展
開しているエリア、上段は休憩のためのエリアとし、自分
たちのスピードを落 とさないように交代しながら得点や
ラップを重ねていく。また、交代するときのパートナーへ
の合図やタッチの方法も楽しめるポイントだ。男子のみ
の種目で、100 周 25kmで競われる。	

＜複合種目＞
■ オムニアム
オムニアムは陸上の十種競技の様に複数の種目で構成さ
れる複合競技で、各種目の順位合計の一番少ない競技
者が勝利する。一人の競技者が短距離から持久系種目ま
でこなすオムニアムは、全てに優れた能力が求められる。
ロンドン・オリンピックで行われるオムニアムは 2日間で
6 種目を走る。①フライングラップ、②ポイントレース、
③エリミネイション、④個人パーシュート（個人追抜競走）、
⑤スクラッチ、⑥タイムトライアルである。種目プログラ
ム順も上記のとおり決められており、スタートしなかった
競技者は、以後の種目に参加することができない。

■ 種 目 説 明
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　　　　開　会　式 	 9:00

□ 男子 4km チームパーシュート＜予選＞	 10:00

□ 男子オムニアムⅠ＜フライングラップ＞	 10:25

10月14日（金）

　　※ タイム上位 2チームは決勝へ、3位は予選タイムにより決定
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□ 男子チーム ･ スプリント（3 周） ＜予選＞	 10:40
　　※ タイム上位 2チームは決勝へ、次の 2チームは 3〜 4位決定戦へ
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□ 女子チームスプリント（2 周） ＜ 1-2 位決定戦＞	 12:25

□ 男子オムニアムⅡ＜ポイントレース（30km）＞	 11:00

　　　　休　憩／トレーニング 	 11:45
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　　　　表 彰 式（女子チームスプリント） 	 13:00

□ 男子スクラッチ（15km） ＜決勝＞	 12:30

□ 女子 3km チームパーシュート＜ 1-2 位決定戦＞	 13:05
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　　　　表 彰 式（女子チームパーシュート） 	 13:30

　　　　表 彰 式（男子スクラッチ ）	 13:15

□ 男子チームスプリント（3周）＜3-4位・1-2位決定戦＞	 13:20

□ 女子 500m タイムトライアル＜決勝＞	 13:40
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　　　　表 彰 式（男子チームスプリント） 	 13:55

　　　　休　憩／トレーニング 	 14:05

　　　　表 彰 式（女子 500m タイムトライアル） 	 15:10

□ 女子ポイントレース（20km）＜決勝＞	 14:35
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　　　　表 彰 式（女子ポイントレース） 	 15:30

　　　　表 彰 式（男子チームパーシュート） 	 16:00

□ 男子オムニアムⅢ＜エリミネイション＞	 15:40

□ 男子 4km チームパーシュート＜ 1-2 位決定戦＞	 15:15
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□ 男子 4km 個人パーシュート＜予選＞	 9:30

□ 女子スプリント＜予選（200mFTT）＞	 9:55

10月15日（土）

□ 女子 3km 個人パーシュート＜予選＞	 9:00
　　※ タイム上位 2名は決勝へ、次の 2名は 3〜 4位決定戦へ

　　※ タイム上位 2名は決勝へ、次の 2名は 3〜 4位決定戦へ

　　※ タイム上位 4名は 1/2 決勝へ、他は 5〜 7位決定戦へ
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□ 男子ケイリン＜第 1 回戦＞	 10:20

□ 女子オムニアムⅠ＜フライングラップ＞	 10:10

　　※ 各組上位 2名は 1/2 決勝へ、他は敗者復活戦へ
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　　　　インターバル 	 10:40

□ 女子オムニアムⅡ＜ポイントレース（20km）＞	 11:10

□ 男子ケイリン＜敗者復活戦＞	 10:50
　　※ 各組上位 1名は 1/2 決勝へ
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□ 女子スプリント＜ 5-7 位決定戦＞	 11:45

□ 男子オムニアムⅣ＜ 4km 個人パーシュート＞	 11:50

　　　　休　憩／トレーニング 	 12:20

□ 女子スプリント＜ 1/2 決勝＞	 ① 13:00 ②③ 13:35
　　※ 各組の勝者は 1〜 2位決定戦へ、敗者は 3〜 4位決定戦へ



- 21 -

□ 男子オムニアムⅤ＜スクラッチ（15km）＞	 13:05

□ パラサイクリング個人パーシュート＜エキジビション＞	 13:40

□ 女子 3km 個人パーシュート＜ 3-4 位・1-2 位決定戦＞	 13:50
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□ 男子ケイリン＜ 1/2 決勝＞	 14:20

□ 女子スプリント＜3-4位・1-2位決定戦＞	①14:35 ②15:20 ③15:55

　　　　表 彰 式（女子・男子個人パーシュート） 	 14:40

□ 男子 4km 個人パーシュート＜ 3-4 位・1-2 位決定戦＞	

　　※ 各組上位 3名は決勝へ、その他は 7〜 12位決定戦へ
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□ 男子ケイリン＜ 7-12 位決定戦・決勝＞	 15:25

　　　　表 彰 式（男子オムニアム・男子ケイリン） 	 15:40

　　　　インターバル 	 16:00

□ 男子オムニアム決勝＜ 1km タイムトライアル＞	 14:55
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□ 女子オムニアムⅢ＜エリミネイション＞	 17:15

　　　　表 彰 式（女子スプリント・男子ポイントレース） 	 17:35 

□ 男子ポイントレース（40km）＜決勝＞	 16:20
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□ 男子スプリント＜予選（200mFTT）＞	 9:00

10月16日（日）

　　※ タイム上位 8名は 1/4 決勝へ
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□ 男子 1km タイムトライアル＜決勝＞	 9:30

　　　　インターバル 	 10:25

　　　　表 彰 式（男子 1km タイムトライアル） 	 11:10

□ 男子スプリント＜ 1/4 決勝＞	 ①②③ 10:40
　　※ 各組の勝者は 1/2 決勝へ、敗者は 5〜 8位決定戦へ
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　　　　伊豆の太鼓／トレーニング 	 11:50

□ 男子スプリント＜ 5-8 位決定戦＞	 11:45

□ 女子オムニアムⅣ＜ 3km 個人パーシュート＞	 11:20

□ 男子マディソン（25km）＜決勝＞	 12:30
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□ 女子オムニアムⅤ＜スクラッチ（10km）＞	 13:30

　　　　表 彰 式（男子マディソン） 	 13:55

　　　　インターバル 	 14:05

　　　　インターバル 	 14:20

□ 男子スプリント＜3-4位・1-2位決定戦＞	①14:10 ②15:05 ③15:25

□ 男子スプリント＜ 1/2 決勝＞	 ① 13:25 ② 13:50 ③ 14:05
　　※ 各組の勝者は 1〜 2位決定戦へ、敗者は 3〜 4位決定戦へ
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□ 女子オムニアム決勝＜ 500m タイムトライアル＞	 14:55

　　　　表 彰 式（女子オムニアム） 	 15:15

　　　　閉会式 ・表彰式（女子ケイリン・男子スプリント） 	 15:30	

□ 女子ケイリン＜決勝＞	 15:20

□ パラサイクリング1kmTT（ソロ&タンデム）＜エキジビション＞ 	14:35
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■200mフライングスタート 10”234 伊勢崎　彰大（強化指名/JPCU・千 葉） 第３回 （2000群 馬）

■1km 1’03”902 稲村　成浩（強化指名/JPCU・群 馬） 第３回 （2000群 馬）

■4km 4’38”753 内田　　慶（栃 木） 第３回 （2000群 馬）

■4km団体 4’23”864 強 化（佐々木/内田/黒木/西谷） 第６回 （2003埼 玉）

■チーム・スプリント（333.33m） 1’00”916 強化指定A（荒井/神山/長塚） 第３回 （2000群 馬）

■チーム・スプリント（400m） 1’14”230 強 化（坂本/脇本/深谷） 第12回 （2009山 梨）

■女子200mフライングスタート 11”748 太刀川　麻也（強化/茨 城・ｽｰﾊﾟｰKｱｽﾘｰﾄﾗﾎﾞ） 第７回 （2004宮 城）

■女子500m 36”011 大菅　小百合（強化/長 野・三協精機製作所） 第６回 （2003埼 玉）

■女子3km 3’55”445 和田見　里美（強化/鳥 取・中京大学） 第12回 （2009山 梨）

■200mフライングスタート
世界記録

　男子エリート 9”572 KEVIN SIREAU(フランス） 2009/05/30 ロシア・モスクワ

　女子エリート 10”793 SIMONA KRUPECKAITE（リトアニア） 2010/05/29 ロシア・モスクワ

　男子ジュニア 9”955 SHURSHIN NIKITA (ロシア) 2011/07/07 ロシア・モスクワ

　女子ジュニア 11”093 REBECCA ANGHARAD JAMES(イギリス ) 2009/08/13 ロシア・モスクワ

日本記録

　男子プロ 10”181 北津留  翼（JPCA・JPCU福岡） 2008/06/14 群 馬・グリーンドーム

　男子シニア 10”369 永井　清史（WCC） 2002/06/01 ロシア・モスクワ

　男子ジュニア 10”236 永井　清史（岐 阜・岐阜第一高校） 2001/07/07 チャイニーズタイペイ・台 中

　女子シニア 11”529 大菅　小百合（長 野・三協精機） 2003/07/07 スイス・エーグル

　女子ジュニア 11”833 遠藤　友子（大 分・別府商業高校） 2001/07/07 チャイニーズタイペイ・台 中

■500m
世界記録

　女子シニア 33”296 SIMONA KRUPECKAITE（リトアニア） 2009/03/25 ポーランド・プルスクフ

　女子ジュニア 35”010 LIZANDRA GUERRA（キューバ） 2005/12/10 イギリス・マンチェスター

日本記録

　女子シニア 35”045 大菅　小百合（長 野・三協精機） 2004/08/20 ギリシャ・アテネ

　女子ジュニア 36”111 前田　佳代乃（兵 庫・鹿屋体育大学） 2009/08/11 ロシア・モスクワ

■1km
世界記録

　男子エリート 58”875 ARNAUD TOURNANT（フランス） 2001/10/10 ボリビア・ラパス

　男子ジュニア 1’01”376 AHMED LOPEZ（キューバ） 2002/08/11 中 国・昆 明

日本記録

　男子プロ 1’02”158 伏見　俊昭（JPCA・JPCU福島） 2002/08/11 中 国・昆 明

　男子シニア 1’03”265 大森　慶一（北海道） 2001/08/10 メキシコ・メキシコシティ

　男子ジュニア 1’05”238 深谷　知広（愛 知・桜丘高校） 2007/08/07 メキシコ・アグアスカリエンテス

■２km
世界記録

　女子ジュニア 2’22”499 AMY CURE（オーストラリア） 2010/08/12 ｲﾀﾘｱ・ﾓﾝﾃｨｷｱｰﾘ

日本記録

　女子ジュニア 2’35”989 上野　みなみ（青 森・八戸工業高校） 2009/01/15 オーストラリア・シドニー

■3km
世界記録

　女子エリート 3’22”269 SARAH HAMMER（アメリカ） 2010/05/11 メキシコ・アグアスカリエンテス

　男子ジュニア 3’13”958 PAPKER DALE（オーストラリア） 2010/02/02 オーストラリア・アデレード

日本記録

　女子シニア 3’47”132 田畑　真紀（JPCA・SHI) 2010/12/18 コロンビア・カリ

　男子ジュニア 3’28”513 内田　　慶（栃 木） 1999/06/07 群 馬・前 橋

■4km
世界記録

　男子エリート 4'10"534 JACK BOBRIDGE (AUS) 2011/02/02 オーストラリア・シドニー

日本記録

　男子プロ 4’31”618 飯島　規之（JPCA・JPCU埼玉） 2002/08/09 中 国・昆 明

　男子シニア 4’36”570 安藤　康洋（神奈川・宮田工業） 1991/08/13 西ドイツ・シュツットガルト

■4km団体
世界記録

　男子エリート 3’53”314 イギリス( ED CLANCY, PAUL MANNING, GERAINT THOMAS, BRADLEY WIGGINS) 2008/08/18 中 国・北 京

日本記録

　男子プロ 4’18”486 日 本（佐々木 孝司、内田 慶、西谷 泰治、黒木 裕介） 2003/08/11 大韓民国・昌 原

　男子シニア 4’18”486 日 本（佐々木 孝司、内田 慶、西谷 泰治、黒木 裕介） 2003/08/11 大韓民国・昌 原

　男子ジュニア 4’22”207 日 本（内田 慶、吉野 鉄平、西谷 泰治、岡村 潤） 1999/06/09 群 馬・前 橋
※男子プロ、シニアの記録は、第23回アジア選手権で日本代表チームが記録したもので、プロ・アマ混成です。

■チーム・スプリント（333.33m×3）
日本記録

　男子プロ 59”750 日 本（濱田 浩司、大森 慶一、荒井 崇博） 2001/08/12 メキシコ・メキシコシティ

　男子シニア 1’04”267 早稲田大学（岡本 光由、澤口 大和、工藤  薫） 2008/08/30 長 野・かりがね

　男子ジュニア 1’02”929 日 本（雨谷 一樹、深谷 知広、坂本 貴史） 2007/08/04 メキシコ･アグアスカリエンテス

■チーム・スプリント（400m×3）
日本記録

　男子プロ 1’13”668 日 本（浅井 康太、柴崎 淳、深谷 知広）　　 2009/05/30 神奈川・横 浜

　男子シニア 1’16”290 中国選抜（福井 敬司、塩原 正長、高橋 仁） 1998/06/28 山 梨・境 川

　男子ジュニア 1’17”331 高体連選抜（北津留 翼、新田 祐大、菅田 壱道） 2003/05/24 岡 山・玉 野

■チーム・スプリント（500m×3）
日本記録

　男子プロ 1’36”160 JPCA・JPCU関東（落合 豊、大井 崇、十文字 貴信）　　 1998/05/11 千 葉・千 葉

　男子ジュニア 1’39”308 八戸工業高校（坂本 周輝、新山 将史、木村 弘） 2008/08/03 埼 玉・大 宮

世界/日本記録

大会記録／世界記録／日本記録
大会記録
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